
 

  

2026 年，令和 8 年の新しい年を迎えました。

保護者の皆様，地域の皆様，本年もどうぞよろし

くお願いいたします。 

冬休みが明け，子どもたちは元気いっぱいに３

学期をスタートさせました。冬休みの間に心も体

も十分に休むことができたのでしょう。気持ちも

新たに登校してきたことが伝わってきました。 

今年は干支でいうと「午（うま）年」です。昔

から馬は，人々の暮らしを支える大切な存在であ

り，「前へ進む力」「たくましさ」「持久力」の象徴

とされてきました。速く走るだけでなく，遠くま

で，まっすぐに進み続ける力を持つ動物です。 

中国の有名な故事に「千里の馬（せんりのうま）」

があります。千里の馬とは，一日に千里もの道を

走ることができるほどの力を持った名馬のことを

言います。しかし，どれほど優れた力を持ってい

ても，その力に気づき，正しく導いてくれる人に

出会えなければ，名馬はただの馬として扱われ，

力を発揮することなく一生を終えてしまうという

ものです。 

この故事には，「才能のある者はいつの時代にも

いるが，その才能を見抜き，伸ばすことのできる

人は多くない。」という意味が込められています。

また，名馬も，自分の力をどう生かすのか，どの

方向へ進むのかを見つけることが大切だという教

えも含まれています。 

子どもたちも同じです。一人ひとりがすばらし

い力や可能性を持っています。その力を見つけ，

伸ばし，生かしていくためには，周囲の支えや導

きが必要です。そして，自分自身が「どの道を進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

新年にあたって ～千里の馬～        

 

校長 米森 一孝 

 

みたいのか」を考え，選ぶことも大切です。「千里

の馬」の故事は，子どもたちにとっても，子どもた

ちの成長を見守る私たち大人にとっても，大切なこ

とを教えてくれるように思います。 

３学期は一年のまとめであると同時に，次の学年

への準備期間です。  

「どんなことに挑戦したいのか」  

「どんな自分になりたいのか」  

「どんな友だちでありたいのか」  

自分の進む方向を見つけることが，午年らしい力

強いスタートにつながっていくと考えます。 

さらに，馬は仲間とともに走ることで，より遠く

まで進むことができると言われています。友だちや

先生たちと一緒に学んでいくことで，一人では到達

できない成長を遂げてほしいと考えています。 

3学期が今年一年のスタートとして，大きく成長

するための土台となることを願い，そして，午年の

馬のように，力強く，しなやかに，自分の道を進ん

でいける一年となるよう，学校としても全力で支え

てまいります。  

保護者の皆さま，地域の皆さまには，引き続き温

かいご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。 
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駆けぬけよう！ 

２０２６年をみんなで 

校長 米森 一孝 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

２月・３月の主な行事予定 
【１月】１６日（金） 授業参観（５校時）・親業出前講座 

      ２１日（水）菱刈中入学説明会（午後）  

２７日（火） 小中一貫研修会（本城小）４時間授業 

【２月】 ２日（月）校区あいさつ運動 

６日（木）市学校保健研究大会（午後）  
１２日（木） ＰＴＡ幹事会 
１４日（土） アウトリーチコンサート（２校時・全校） 
２０日（金） 新一年生体験入学・入学説明会           
２７日（金） 授業参観（音読・音楽発表会） 

                 学校保健委員会（親業兼）・学級ＰＴＡ 
 
【３月】  ２日（月） 校区あいさつ運動 
        ３日（火） 学校運営協議会 
        ６日（金） ６年生を送る会・お別れ遠足 

１２日（木） 卒業式予行練習（２校時） 
２４日（火） 第８０回卒業式 
２５日（水） 修了式・辞任式 

 
   

１２月２０日（土）に，おやじの会の皆さんのご協
力をいただいて，立派な門松が出来上がりました。 
児童が登下校する校門が，一気に新年を迎える
雰囲気になりました。 
学校のために心を込めて作っていただいた立派
な門松で年越しができ，今年もいい年になります。 
 

 

 

 

 

ありがとうございます。 

        

 

４年生が，５月の初めに蒔いた種籾から，育苗し，
田植え，草取り，稲刈り，脱穀，袋詰め，販売を経て，
最後の活動「感謝の会食」が行われました。 
活動を一緒に行ってきたお家の方と，新米を炊
き，お味噌汁といただきました。味は…。言うまでも

ありません。年間通して指導していただいた大塚さ
んご夫婦にも感謝をしながらの会食でした。 
 
 

 

２学期末に行った学校評価の結果から，以

下の点が明らかになりました。 

  ～保護者の評価を踏まえて３学期へ～ 

【特によかった項目】４段階評価 

〇お子さんは，楽しく学校に通っているか。(3.70) 

〇学校は，道徳の授業や仲間づくり・体験活動・読書

活動等を通して，豊かな心を育んでいるか。（3.70） 

【見えてきた課題】 

 △家庭学習の充実・習慣化 (2.80) 

【自由記述から】 

 ○児童の実態に応じた家庭学習の量について(２) 

→多い・少ない，両方の声がありました。学校全体

で，より効果的な家庭学習について研修します。 

 ○中学進学前に，もう一度他校と交流の場を。 

→新たな交流の場の設定は難しいですが，進級への不安

に対応できるように努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

        

 

１２月の校区体験活動は，恒例の餅つきでし

た。朝早くから，食生活改善推進委員の皆さん

が，餅米を蒸して準備を進めてくださいました。 

                   子供たちは，杵を握り，

かけ声をもらいながら餅

をつきました。つきたて

の真っ白な餅は最高で， 

                  あたたかい時間でした。 

 

 

 

 

 

 

         

        

 

                   

 

 

 

 

 

１月８日の校門の様子です。３学期の

スタートは，地域の皆さんのあいさつ運動

が，子供たちを優しく迎えてくれました。

寒い朝でしたが，地域の皆さんの元気な

あいさつに，新学期への活力をいただき

ました。地域の皆さん，毎月，元気と優し

さをありがとうございます。 

   
         

        

 


